
10月1日号

OCT 2009 11凡例 　時 日時　　場 場所　　内 内容　　対 対象　　定 定員　　講 講師　　￥ 料金　　持 持ち物　　締 締切　　申 申し込み　　問 問い合わせ　　HP ホームページ　胃ファックス　糸メール　　田 田無庁舎 　保 保谷庁舎

　講  黒  澤  玉  夫 さん（ＮＰＯ法人国際活動市
くろ さわ たま お

民中心代表）
◆生活文化課 　保 （札４３８－４０４０）

　農業景観散策を通して農業について
学び、野菜栽培農家を訪ね、市内の農
産物について畑で学びましょう。
□コース　みどりの散策マップ（また
は農産物マップ）にかかれているＪコ
ース周辺
　内 ①農のある景観散策　②都市型農
業・市産農産物などについての説明ほ

か

　対 ・　定 小学生以上の市内在住者（小学
生は保護者同伴）・２０人
　持 飲み物・帽子（歩きやすい服装）
　申 往復はがきに、住所・氏名・電話番号
を明記し、１０月９日晶（必着）までに〒
２０２－８５５５市役所産業振興課へ郵送
（返信はがきには、住所・氏名を記入）。
※１件につき１枚（２枚以上の申し込
みがあった場合は無効）
※連名の申し込みは１件２人まで可。
参加者全員の必要事項を記入。代表者
には「代表者」と明記し、返信はがきも
代表者名で記入。
※応募者多数の場合は抽選。
◆産業振興課 　保 （札４３８－４０４１）

　講 辻万千子さ
ん

□映画『未来の食卓』
※講演終了後、映画上映。
◇保育
　対 生後6か月以上の未就学児
　定 10人（先着順)
□企画・運営　消費生活展実行委員会
◆消費者センター（札４２５－４１４１）

　受講していただいた方には、支援セ
ンター・ハーモニーの講座（精神保健
福祉に関する講座）やイベントなどの
手伝いをしていただく予定です。
　定 １５人
　申 下記へ電話（先着順）
　問 支援センター・ハーモニー
（札４５１－６５６６・胃４５１－６５６７）
◆障害福祉課 　保 （札４３８－４０３３）

　東京外国人支援ネットワークでは、
毎年外国人のための無料専門家相談会
を都内各所で行っています。外国人が
抱える悩みにはどのようなことがある
のか、外国人相談の経験のある方から
お話を伺います。
　定 ８０人

や田無駅南口の開発風景など、今はな
くなってしまった姿を観ていただくこ
とができます。
◆中央図書館（札４６５－０８２３）

　東京都では、いろいろな理由で親と
一緒に暮らすことのできない子どもた
ちを一定期間、家庭（ほっとファミリ
ー）に迎えて、養育する「養育家庭制
度」を推進しています。
　市では、この制度を広く市民の皆さ
んに知っていただくため、都と共催し
て、養育家庭（ほっとファミリー）体
験発表会を開催します。
　定 ５０人
　問 東京都小平児童相談所（札４６７－３７１１）
◆子ども家庭支援センターのどか
（札４２５－３３０３）

興イベント
　参加12団体活動内容を展示発表、地
産地育のとれたて地場野菜の販売、郷
土の味「団子汁」、おちゃわんリサイクル
(不要食器回収)、 ＡＥＤ講習会（協力：
消防署）、消費生活相談コーナー

興講演と映画上映（定員100人）
□講演『身近にある農薬について』

　内 「影を慕いて」、「丘を越えて」ほ
か

　対 市内在住の６０歳以上の方
　定 ２５人（申込順）
□公演　明治大学マンドリン倶楽部
　申 １０月２日晶午前９時から前日まで
（掌・抄を除く）に富士町福祉会館へ
直接（電話受付不可）。
◆高齢者支援課 　保 （札４３８－４０２８）

　平成１９年度からの３年間に図書館で
作成した田無と保谷の写真パネル約
３００点の展示会を実施します。
　明治・大正・昭和の学校や子どもた
ちのようす、道・駅舎・暮らしの情景

～下野谷遺跡～ 
第３回縄文の森の秋まつり

　復元住居や土器の解説など、楽しく
てためになる展示ブースや体験コーナ
ーでは、火おこしや縄文風アクセサリ
ー作りが体験できます。

　時  １０月１１日掌午前１０時～午後３時　
（雨天順延１２日捷）
　場 下野谷遺跡公園
　対 どなたでも

～文化財めぐり～ 
西東京の古郷（ふるさと）を歩く
　市内でも初期に集落ができた谷戸。
「四軒寺」とも呼ばれ、古い寺社や文化
財が残る市の古郷を徒歩で巡ります。
　時 １０月２５日掌午後１時３０分～４時３０分
□集合　谷戸公民館
　定 ２０人（申し込み多数の場合は抽選）
　申 往復はがきに、住所・氏名・年齢・
電話番号を明記し、１０月１３日昇（消印
有効）までに〒２０２－８５５５市役所社会
教育課「文化財めぐり」係へ郵送。
※はがき１枚で２人まで申込可。

『民族学博物館と渋沢敬三・高
橋文太郎』
　１９３７（昭和１２）年から１９６２（昭和３７）
まで市にあった民族博物館（現在の国
立民族学博物館の前身）。設立から閉
館まで一貫して支え続けた渋沢敬三と
土地を提供してこの地へ博物館を導い
た高橋文太郎についての写真展・講演
会・民具展示と実演を行います。

興写真展
　「民族学博物館」の全貌と、その設立
の要だった渋沢敬三・高橋文太郎など
に関する写真パネルを展示します。
　時 １１月７日松～１５日掌午前１０時～午後
５時（最終日は午後３時まで）
　場 保谷駅前公民館
興講演会
　時 １１月８日掌午後１時～４時（開場午
後０時３０分、開演午後１時）
　場 保谷駅前公民館
　内 「渋沢敬三と民族学博物館」につい
て、「高橋文太郎の『武蔵保谷村郷土資
料』の意義」について
　定 ８０人（先着順）
　講 近藤雅樹さ

ん（国立民族学博物館教
授）、石井正己さ

ん（東京学芸大学教授）
　申 １０月１日昭から、電話またはＥメー
ル（氏名・住所・電話番号を記入）の
いずれかで社会教育課へ

興民具展示と実演
　保谷の庶民が１９６０年代頃まで使っ
ていた民具・農具を、高橋文太郎が『武
蔵保谷村郷土資料』に記録したものを
中心に展示し、一部実演も行います。
子どもも楽しめるクイズラリーもあり
ます。
　時 １１月１４日松午前１０時～午後３時　
（小雨決行・荒天順延１１月１５日掌）
　場 高橋家（下保谷４－７－４）
　対 どなたでも
　問 郷土資料室（札４６７－１１８３）
死syakyou@city.nishitokyo.lg.jp
◆社会教育課 　保 （札４３８－４０７９）

　今年も東京都主催の「文化財ウィーク２００９」が１０・１１月に行われます。当市でもイベントを企画していますので、ぜひご参加ください。

高齢者大学公開講座
～マンドリンコンサート・青春よ 永  遠 に～

と わ

107浄
午後２時～３時３０分
富士町福祉会館

講演会「日本で暮らす外国人
が抱える悩みと相談」

1017穣 午前１０時～正午
コール田無
※当日直接会場へ

市内の農ある風景を
散策してみませんか

1017穣 午前９時～正午
田無駅改札口前集合
（雨天実施）

なつかしの田無・保谷　写真展

10 午前９時～午後９時
（最終日は午後１時まで）
きらっと

15状～
19条

養育家庭（ほっとファミリー）
体験発表会

1015状 午前１０時～正午
住吉会館ルピナス
※当日直接会場へ

興第６回　リサイクルアートスペース　「にょきにょきワークショップ」
～レッジョ教育ｉｎ西東京～
　色彩をテーマに、リサイクル素材を使いながら色の表現を体験します。
　時 ・　場 １０月３１日松午後１時３０分～３時３０分・エコプラザ西東京
　対 ・　定 市内在住、在学の４歳～小学３年生とその保護者・１５組
　講  石  井  希  代  子 さん（環境教育企画コーディネーター）

いし い き よ こ

□協力　武蔵野大学環境学科「レッジョ武蔵野プロジェクト」
　申 電話・ファックス・Ｅメールで氏名・住所・電話番号・年齢を添えてエ
コプラザ西東京へ。１０月３日松午前９時から受付（先着順）

　問 エコプラザ西東京
　（札４２１－８５８５・胃４２１－８５８６・糸 ecoplaza@city.nishitokyo.lg.jp）

精神障害のある方を支援する
ボランティア育成講座

101６畳
午後２時～４時
田無総合福祉センター

　時 １０月１７日松・２４日松・３１日松　午後６時３０分～８時３０分
　場 にしはらスポーツクラブ
　対 ・　定 市内在住の中学生・２０人（先着順）
　講 ・　￥ 元日本代表選手ほ

か・１５００円（３回）
　持 マイラケット・マイシューズな

ど

　申 直接事務所または、電話・ファックスで１０月１０日松までに下記へ。
※会員・そのほかの教室参加者の募集もあります。詳しくは下記まで。
　申 ・　問 にしはらスポーツクラブ（西原町４－５－６西原総合教育施設内・
札４６７－９９１９・胃４６７－９９２１）
◆スポーツ振興課 　保 （札４３８－４０８１）

「にしはらスポーツクラブ」卓球教室参加者募集

第９回消費生活展
「来て、見て、考えて！くらしを変えよう生活展」

10 午前１０時～午後４時３０分
（１７日は午後４時まで）
消費者センター

16畳・
17穣

11　7穣 午後１時３０分～４時
市民会館※当日直接会場へ

文化財ウィーク２００文化財ウィーク２００９９


